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ご自由にお持ち帰りください

 日本海はうまい！

海の幸美味図鑑
 三朝温泉開湯 850年
心も体もよみがえる
名湯と倉吉散歩

三保三隅駅―折居駅

〜2014.8.31

 海の恵みをもらいに

山陰・夏紀行

三隅海岸を走る山陰本線の快速列
車「アクアライナー」。このあたり
にはリアス式の海岸が続き、観音
崎や大島などの野趣あふれる風景
が車窓を彩る。
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夏号

●
三
朝
温
泉
へ

鳥
取
県
東
伯
郡
三
朝
町

JR
倉
吉
駅
よ
り
路
線
バ
ス

 「
温
泉
入
口
」
バ
ス
停
下
車
、
徒
歩
す
ぐ

　

山
間
の
川
沿
い
に
、
温
泉
宿
や

河
原
風
呂
、
足
湯
が
並
ぶ
「
三み

朝さ
さ

温
泉
」。
平
安
時
代
の
武
将
が
、

「
投な

げ

入い
れ

堂ど
う

」
の
あ
る
霊
場
、
三み

徳と
く

山さ
ん

に
参
拝
し
た
と
き
、
白
い
狼
を

助
け
た
こ
と
か
ら
、
木
の
根
株
か

ら
湯
が
湧
き
出
て
い
る
こ
と
を
妙

見
菩
薩
に
告
げ
ら
れ
た
。
こ
れ
が

温
泉
の
起
源
で
す
。

　

以
来
、
こ
ん
こ
ん
と
湧
き
続
け

る
湯
の
最
大
の
特
徴
は
、
ラ
ド
ン

含
有
量
が
世
界
屈
指
で
あ
る
こ
と
。

湯
に
含
ま
れ
た
弱
い
放
射
線
が
自
然
治
癒

力
を
高
め
る
「
ホ
ル
ミ
シ
ス
効
果
」
が
期

待
で
き
る
と
言
い
ま
す
。
湯
気
を
吸
い
込

む
熱
気
浴
場
、
飲
湯
場
も
あ
り
、「
浸
か

る
、
吸
う
、
飲
む
」
の
三
拍
子
そ
ろ
っ
た

湯
治
場
と
し
て
も
人
気
。
岡
山
大
学
が
温

泉
療
法
を
行
う
な
ど
、
そ
の
効
能
に
注

目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
開
湯

８
５
０
年
を
記
念
し
、
７
月
19
日
か
ら
８

月
24
日
ま
で
、
夏
祭
り
と
し
て
花
火
な
ど

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

三
朝
温
泉
の
玄
関
口
で
も
あ
る
倉
吉
は
、

白
壁
の
古
屋
敷
が
独
特
の
風
情
を
放
つ
伝

統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
。
立
派
な
門
構

え
が
連
な
る
表
通
り
と
、
古
び
た
土
蔵
が

並
ぶ
裏
通
り
の
対
比
が
、
そ
ぞ
ろ
歩
き
を

楽
し
く
し
て
く
れ
ま
す
。

倉吉は、江戸時代や明治期に建てられた赤
瓦、漆喰壁の町屋が軒を連ねています。蔵
を利用したショップも多数。白壁土蔵群・
赤瓦へはJR倉吉駅より路線バス「赤瓦白
壁土蔵」下車。

三朝川に沿って旅館が建ち並ぶ
三朝温泉。川からはカジカの声が。
地名は「三日で回復する」という
いわれから。

三朝温泉開湯850年
心も体もよみがえる
名湯と倉吉散歩
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山
陰
・
夏
紀
行

海
の
恵
み
を
も
ら
い
に

夏
の
山
陰
の
海
は
、表
情
が
穏
や
か
。

冬
の
厳
し
さ
と
は
う
っ
て
変
わ
り
、

や
さ
し
い
潮
騒
が
旅
す
る
人
を
迎
え
て
く
れ
ま
す
。

海
の
底
ま
で
見
え
る
ほ
ど
の
高
い
透
明
度
。

日
本
海
の
海
の
幸
で
に
ぎ
わ
う
漁
港
。

そ
し
て
、白
い
浜
辺
に
息
づ
く
太
古
の
神
話
や
伝
説
…
。

山
陰
に
し
か
な
い
海
物
語
が
待
っ
て
い
ま
す
。

●
弓
ケ
浜
、
境
港
へ

鳥
取
県
境
港
市
・
米
子
市

弓
ヶ
浜　

JR
米
子
市
駅
よ
り
車
で
約
15
分

境
港（
境
漁
港
）　

JR
境
港
駅
よ
り
徒
歩
約
30
分

 【
境
漁
港
見
学
ツ
ア
ー
】

港
の
雰
囲
気
を
た
っ
ぷ
り
と
味
わ
え
ま
す
。

期
間
：
日
祝
、
お
盆
（
８
／
13
〜
８
／
16
）、

年
末
年
始
（
12
／
21
〜
１
／
10
）
を
除
く

時
間
：
９
時
〜
９
時
50
分
／
10
時
〜
10
時
50
分

料
金
：
１
人
３
０
０
円

申
し
込
み
：
３
日
前
ま
で
に
要
予
約

 （
☎
0
8
5
9
│

4
4
│

6
6
6
8
）

●
枕
木
山
へ

枕
木
山
華
蔵
寺

島
根
県
松
江
市
枕
木
町
2
0
5

JR
松
江
駅
よ
り
路
線
バ
ス
「
枕
木
山
入
口
」
下
車
、

徒
歩
約
1
時
間

　

島
根
県
と
鳥
取
県
に
は
、
二
つ
の
海
が

あ
り
ま
す
。
一
つ
は
日
本
海
。
も
う
一
つ

が
「
中
海
」
で
す
。
日
本
で
五
番
目
に
大

き
い
汽
水
湖
で
、
上
空
か
ら
見
る
と
、
雄

大
な
曲
線
を
描
く
ラ
グ
ー
ン
の
よ
う
。
外

海
と
も
普
通
の
湖
と
も
違
う
不
思
議
な
地

形
に
魅
せ
ら
れ
ま
す
。

　

全
体
を
望
む
に
は
、
島
根
半
島
の
中
ほ

ど
に
あ
る
枕
木
山
へ
。
中
海
は
お
よ
そ

七
千
年
前
の
縄
文
時
代
に
原
型
が
作
ら
れ
、

平
安
時
代
、
よ
う
や
く
い
ま
の
姿
に
な
っ

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
面
白
い
の
は
、
中

心
付
近
に
こ
じ
ん
ま
り
と
し
た
「
大
根

島
」
が
浮
か
び
、
江
島
大
橋
に
よ
っ
て
島

根
側
と
鳥
取
側
が
結
ば
れ
て
い
る
こ
と
。

橋
は
急
な
坂
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
車

の
C
M
に
も
起
用
さ
れ
、「
ベ
タ
踏
み

坂
」
と
し
て
新
名
所
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

中
海
の
眺
め
を
堪
能
し
た
ら
、
枕
木
山

の
頂
き
に
あ
る
「
華け

蔵ぞ
う

寺じ

」
に
参
拝
。
仁

王
門
に
は
運
慶
の
作
と
さ
れ
る
金
剛
力
士

像
が
安
置
さ
れ
、
さ
ら
に
奥
に
向
か
う
と
、

石
造
り
と
し
て
は
日
本
最
大
級
と
言
わ
れ

る
不
動
明
王
の
石
仏
が
、
山
肌
に
溶
け
込

む
よ
う
に
人
間
を
見
下
ろ
し
て
い
ま
す
。

　

見
渡
す
限
り
の
海
、
海
。
そ
の
風
景
の

中
で
活
況
を
放
っ
て
い
る
の
が
、
日
本
海

最
大
の
漁
港
「
境
港
」
で
す
。
カ
ニ
で
有

名
な
港
で
す
が
、
夏
に
旬
を
迎
え
る
魚
は

意
外
に
も
「
ク
ロ
マ
グ
ロ
」。
水
揚
げ
量

は
日
本
一
で
す
。
暖
流
と
寒
流
が
ぶ
つ
か

る
境
港
の
沖
に
産
卵
の
た
め
姿
を
現
す
マ

グ
ロ
は
、
こ
の
時
期
が
最
も
お
い
し
い
と

か
。
モ
チ
モ
チ
の
食
感
が
た
ま
ら
な
い
白

イ
カ
、
新
鮮
な
も
の
は
刺
身
が
美
味
い
ア

ゴ
（
ト
ビ
ウ
オ
）
な
ど
、
夏
に
だ
け
味
わ

え
る
絶
品
の
味
覚
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

境
港
の
南
側
に
伸
び
る
全
長
お
よ
そ
20

㎞
の
「
弓
ヶ
浜
」
は
、
海
の
色
に
魅
せ

ら
れ
る
美
し
い
白
浜
。
波
打
つ
た
び
に
グ

リ
ー
ン
や
ブ
ル
ー
に
変
わ
る
海
面
を
、
た

だ
ぼ
ん
や
り
眺
め
て
い
た
く
な
り
ま
す
。

出
雲
の
神
で
あ
る
八や

束つ
か

水み
ず

臣お
み

津つ
ぬ

野の

命み
こ
と

は
、

綱
を
か
け
て
陸
地
を
引
き
寄
せ
、
出
雲
国

を
創
造
し
た
と
「
出
雲
国
風
土
記
」
に
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
神
話
が
色
濃
く
残

る
弓
ケ
浜
の
海
岸
線
は
、
国
引
き
を
終
え

た
神
が
は
た
り
と
置
い
た
綱
の
跡
に
も
見

え
、
想
像
力
が
か
き
立
て
ら
れ
ま
す
。

枕木山から、シジミの産地である
宍道湖ともつながる中海を眺めて。
カモやコハクチョウの飛来地にも
なっています。中間に浮かぶ大根
島は、牡丹の栽培地としても有名。
今回の案内役は、「山陰魅力発信特
使」になった松江市出身のタレン
ト・御

ご

秒
びょう

奈
な

々
な

さん。

写真上／近海から沖合までの魚が集
まる境港。魚介の宝庫である隠岐島の
海の幸も揚がります。６月から８月に
かけて、クロマグロやシロイカ、トビ
ウオのほか、アジ、サヨリ、サザエな
どもお目見え。中でも日本海にもまれ
た夏牡蠣は絶品。写真下／「日本の渚
百選」に選ばれている弓ヶ浜。海岸線
の先には、伯耆富士と称される独立峰、
大山がそびえます。南端には海から湧
き出た「皆生温泉」も。

標高456メートルの枕木山山頂に建つ臨済
宗南禅寺派の華蔵寺。いまから1200年前
に開かれたとされています。境内には国の
重要文化財である薬師如来像や、亀山法皇
の病を癒した杉井霊泉などがあります。

枕木山から大山・中海と日本海を一望に

魚自慢の境港と
国引き伝説の弓ケ浜へ
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●
日
御
碕
灯
台
へ

島
根
県
出
雲
市
大
社
町
日
御
碕
1
4
7
8

JR
出
雲
市
駅
よ
り
路
線
バ
ス

 「
日
御
碕
」
バ
ス
停
下
車
、
徒
歩
約
10
分

●
日
御
碕
神
社
へ

島
根
県
出
雲
市
大
社
町
日
御
碕
4
5
5

JR
出
雲
市
駅
よ
り
路
線
バ
ス

 「
日
御
碕
」
バ
ス
停
下
車
、
徒
歩
す
ぐ

●
琴
ヶ
浜
へ

島
根
県
大
田
市
仁
摩
町
馬
路

JR
馬
路
駅
よ
り
徒
歩
約
3
分

　

日
御
碕
を
訪
れ
た
人
が
ま
ず
驚
く
の
が
、

こ
の
世
の
も
の
と
は
思
え
な
い
奇
岩
怪
岩

の
眺
望
。
切
り
立
っ
た
岸
壁
に
目
を
や
る

と
、
島
根
半
島
の
最
西
端
に
あ
る
白
亜
の

塔
「
日
御
碕
灯
台
」
が
そ
び
え
て
い
ま
す
。

　

水
平
線
を
境
に
、
空
と
海
が
別
々
の
ブ

ル
ー
を
競
う
眺
め
。
灯
台
に
上
る
と
、
島

根
半
島
の
全
貌
を
見
渡
せ
る
絶
景
が
広
が

り
ま
す
。
眼
下
に
は
、
海
食
で
生
ま
れ
た

柱
状
の
岩
肌
。
地
球
が
造
っ
た
天
然
の
造

形
美
に
心
を
奪
わ
れ
ま
す
。

　

別
世
界
の
よ
う
な
景
観
に
は
神
秘
的
な

も
の
さ
え
感
じ
ま
す
が
、
そ
れ
も
そ
の
は

ず
。
近
く
に
は
神
話
に
も
登
場
す
る
「
日

御
碕
神
社
」
が
鎮
座
し
て
い
ま
す
。
出
雲

の
国
造
り
を
し
て
い
た
素ス

戔サ
ノ

嗚オ
ノ

尊ミ
コ
トが

、
自

分
の
魂
の
居
場
所
を
柏
の
葉
を
投
げ
て

占
っ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
葉
が
落
ち
た
こ

と
が
神
社
の
起
こ
り
だ
と
か
。「
日

ひ
し
ず
み
の
み
や

沈
宮
」

と
呼
ば
れ
る
社
が
あ
り
、
日
本
の
夜
を

守
っ
て
い
る
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

遠
目
に
見
る
と
、
真
っ
赤
な
丹に

塗ぬ

り
の

社
殿
、
緑
の
松
林
、
蒼
い
日
本
海
の
コ
ン

ト
ラ
ス
ト
が
鮮
や
か
。
目
が
洗
わ
れ
ま
す
。

　

白
い
砂
を
踏
み
し
め
る
と
、
キ
ュ
ッ

キ
ュ
ッ
と
音
が
す
る
。
そ
れ
は
ま
る
で
琴

の
調
べ
の
よ
う
に
軽
快
。
島
根
県
沿
岸
の

真
ん
中
に
あ
る
「
琴
ヶ
浜
」
は
、
日
本
に

残
る
数
少
な
い
鳴
き
砂
の
白
浜
で
す
。
あ

の
独
特
の
音
は
、
砂
に
含
ま
れ
る
石
英
が

こ
す
れ
合
う
音
。
汚
染
が
進
ん
で
い
な
い

清
ら
か
な
土
地
で
な
け
れ
ば
、
砂
は
鳴
ら

な
い
と
言
い
ま
す
。

　

不
思
議
な
の
は
、
隣
接
す
る
他
の
砂
浜

は
鳴
ら
な
い
の
に
、
琴
ヶ
浜
の
砂
だ
け
は

美
し
い
音
色
を
奏
で
る
と
こ
ろ
。「
こ
こ

は
昔
、火
山
に
よ
る
カ
ル
デ
ラ
湖
で
、他
の

地
域
よ
り
も
石
英
が
多
い
か
ら
だ
と
い
う

説
が
あ
り
ま
す
」
と
琴
ヶ
浜
の
鳴
り
砂
を

守
る
会
会
長
の
松
井
東
司
彦
さ
ん
。1・8

㎞
も
鳴
き
砂
の
浜
辺
が
続
く
の
は
、
日
本

の
中
で
も
琴
ヶ
浜
だ
け
だ
と
言
い
ま
す
。

　

鳴
き
砂
の
浜
が
で
き
る
ま
で
、
お
よ
そ

５
０
０
万
年
。
そ
の
果
て
し
な
い
時
間
の

中
で
紡
が
れ
た
の
が
、
美
し
い
伝
説
で
す
。

源
平
合
戦
の
こ
ろ
、
小
舟
に
乗
っ
た
姫
が

浜
辺
に
流
れ
着
き
、
助
け
て
く
れ
た
村
人

へ
の
お
礼
と
し
て
、
琴
の
音
を
白
浜
に
響

か
せ
た
そ
う
で
す
。
琴
ヶ
浜
の
名
は
、
こ

の
逸
話
か
ら
き
て
い
ま
す
。

写真右／日御碕の岩と澄んだ海。
写真左／「日御碕神社」には、素

ス

戔
サノ

嗚
オノ

尊
ミコト

と天
アマ

照
テラス

大
オオ

神
カミ

の二神が祭ら
れています。海に面したこんもり
した森に包まれ、神々しさを放ち
ながらも、日本の原風景を思わせ
てくれます。

海面からの高さはおよそ63メート
ルと日本一。明治36年に設置され、
現在も海の安全を守っています。

夏には海水浴場として賑わう琴ヶ
浜。知る人ぞ知る夕日のスポット
でもあります。世界遺産である石
見銀山が近く、琴ヶ浜の南西には、
銀の積出港だった「鞆

とも

ヶ
が

浦
うら

」が。潮
の香りにのって、歴史の薫りも
漂ってきます。

砂の音を聞きに、琴ヶ浜へ

日御碕灯台と野性味ある海岸を訪ねる

青
さ
の
違
う
海
が
あ
る
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隠岐汽船

隠 岐

西郷港

隠岐汽船

別府港
島　後

島　前

山 陰
本 線

山
口
線

三 江
線

木
次
線

島根県 鳥取県

境
線

三瓶山

中
海

伯 備
線

因
美
線

智
頭
急
行
線

大山

船上山

益
田

津
和
野

浜
田

江
津

大
田
市

温
泉
津

出
雲
市

木
次

安
来

松
江玉

造
温
泉

米
子

境
港

倉
吉

浜
村

松
崎

鳥
取

智
頭

宍
道

三保三隅

日御碕 枕木山

弓ヶ浜

三朝温泉
投入堂

琴ヶ浜

マアジ

シロイカ

トビウオ

A
:
神
戸
出
身
の
転
勤
社
員

B
:
地
元
の
社
員

A
　
神
戸
か
ら
こ
っ
ち
に
来
て
、
ス
ー

パ
ー
に
マ
グ
ロ
の
刺
身
が
置
い
て
な
い

日
が
あ
っ
て
愕
然
と
し
た
ん
で
す
よ
。

B
　
え
？
生
マ
グ
ロ
は
夏
の
魚
だ
か
ら
、

　
　
冬
と
か
に
並
ん
で
い
な
い
の
は
当

た
り
前
で
し
ょ
。

A
　
そ
れ
を
こ
っ
ち
に
来
て
知
っ
た
ん

で
す
よ
ね
。
山
陰
の
方
は
冷
凍
の
魚
は

食
べ
な
い
と
か
・
・
・
。

B
　
魚
に
は
旬
が
あ
る
し
、
海
が
荒
れ

た
日
の
翌
日
は
魚
も
な
い
か
ら
、
そ
う

い
う
日
は
肉
を
食
え
ば
い
い
。

A
　
豊
か
な
証
拠
で
す
よ
。
あ
わ
び
や

ノ
ド
グ
ロ
が
ス
ー
パ
ー
に
平
然
と
並
ん

で
い
る
の
に
は
驚
き
ま
し
た
。

B
　
大
き
い
ノ
ド
グ
ロ
は
高
い
か
ら
、

小
さ
い
安
い
や
つ
を
買
っ
て
き
て
し
ゃ

ぶ
し
ゃ
ぶ
に
し
て
ね
、
後
は
出
汁
で
野

菜
を
ひ
た
し
て
食
べ
た
ら
最
高
だ
よ
。

A
　
酒
や
醤
油
な
ど
、
醸
造
の
文
化
も

深
く
根
付
い
て
い
て
、
調
味
料
な
ん
か

も
迷
っ
ち
ゃ
い
ま
す
よ
ね
。

B
　
山
陰
は
水
が
い
い
か
ら
、
米
も
い

い
ん
だ
。「
東
の
魚
沼
・
西
の
仁
多
」

と
言
っ
て
、
奥
出
雲
の
仁
多
米
な
ん
か
、

モ
ロ
ッ
コ
の
王
様
も
取
り
寄
せ
て
食
べ

て
る
ら
し
い
よ
。

A
　
よ
そ
も
の
に
と
っ
て
は
、
ス
ー

パ
ー
も
観
光
地
の
一
つ
に
な
り
え
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
。

B
　
荒
天
の
翌
日
と
閉
店
間
際
は

避
け
て
ね
。
逆
に
が
っ
か
り

す
る
か
ら
（
笑
）。

Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
魚
介
好
き
社
員
が
、

山
陰
の
魚
の
魅
力
に
つ
い
て
語
り
合

い
ま
し
た
。実
は
ス
ー
パ
ー
の
魚
売

り
場
が
、す
ご
い
ん
で
す
。

　
　
　
　

   

日
本
海
は
う
ま
い
！

海
の
幸
美
味
図
鑑

す
る
め
い
か
の
糀
漬
け
（
1
2
0

ｇ
￥
３
２
４
）
は
、
ス
ル
メ
イ
カ

と
キ
ュ
ウ
リ
を
、
米
麹
、
し
ょ
う

ゆ
な
ど
で
調
味
。
糀
で
漬
け
て
い

る
の
で
、
普
通
の
塩
辛
よ
り
も
塩

気
が
少
な
く
優
し
い
味
。
松
江
駅

の
シ
ャ
ミ
ネ
で
扱
い
。

●
中
浦
食
品　

鳥
取
県
境
港
竹
内
団
地
２
０
８—

２

☎︎
０
８
５
９—

４
５—

７
５
０
０　

http://w
w

w
.nakaura-f.co.jp/

松
江
の
人
が
、
お
土
産
に
必
ず
と

言
っ
て
い
い
ほ
ど
す
す
め
て
く
れ

る
の
が
、
長
岡
屋
茂
助
の
あ
ご
野

焼
き
（
小
￥
１
、４
２
５
）。
ト
ビ

ウ
オ
の
す
り
身
と
地
酒
の
風
味
が

上
品
。
ほ
ん
の
り
甘
く
、
じ
ん
わ

り
う
ま
い
、
地
元
好
み
の
味
で
す
。

松
江
駅
の
シ
ャ
ミ
ネ
で
扱
い
。

●
長
岡
屋
茂
助

島
根
県
松
江
市
浜
乃
木
２—

４—

５

☎︎
０
８
５
２—

２
７—

３
８
１
１

http://w
w

w
.m

osuke.co.jp/

　

味
付
笹
焼
き
か
れ
い
（
60
ｇ

￥
５
４
０
）
は
、
島
根
県
沖
で
獲

れ
た
カ
レ
イ
に
醤
油
と
砂
糖
の
た

れ
を
か
け
て
焼
き
、
そ
の
ま
ま
食

べ
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
お
つ
ま
み
。

唐
辛
子
と
白
ゴ
マ
が
ア
ク
セ
ン
ト

に
。
松
江
駅
の
シ
ャ
ミ
ネ
で
扱
い
。

●
渡
邊
水
産
食
品　

島
根
県
大
田
市
久
手
町

波
根
西
１
６
９
７　

☎︎
０
８
５
４—

８
２—

８
０
１
１

http://w
w

w
.w

atanabe-ss.jp/

ノ
ド
グ
ロ（
写
真
左
）は
山
陰
沖
の

水
深
80
〜
1
5
0
m
で
獲
れ
ま
す
。

一
年
を
通
じ
て
脂
が
の
り
、
濃
厚

な
う
ま
み
が
あ
り
ま
す
。

●
境
港
水
産
物
直
売
セ
ン
タ
ー

（
浜
橋
商
店
な
ど
９
軒
が
集
合
）

鳥
取
県
境
港
市
昭
和
町
９—

５

☎︎
０
８
５
９—

３
０—

３
８
５
７

http://w
w

w
.sakaim

inato.net/
photolib2/P

03807.pdf

境
港
で
は
干
物
を
ほ
し
も
の
、
と

呼
び
ま
す
。
浜
橋
商
店
は
天
然
物

の
魚
を
使
い
、
絶
妙
な
干
し
具
合

に
。
カ
レ
イ
（
１
枚
￥
５
０
０
〜

６
０
０
）、シ
ロ
イ
カ
（
１
束
５
枚

入
り
￥
２
、５
０
０
）
は
夏
が
旬
。

ト
ビ
ウ
オ
、
ア
ジ
、
キ
ス
な
ど
も
。

●
浜
橋
商
店　

鳥
取
県
境
港
市
昭
和
町
９—

５

水
産
物
直
売
セ
ン
タ
ー
内　

☎︎
０
８
５
９—

４
７—

０
２
７
５　

http://w
w

w
.rakuten.co.jp/

houkiya/

乾
物
専
門
の
松
ケ
枝
屋
お
す
す
め

は
、
割
あ
ご
煮
干
し
（
２
５
０
g

￥
１
、７
７
４
）。
夏
に
新
物
が
出

る
隠
岐
産
ト
ビ
ウ
オ
使
用
で
、
素

麺
の
つ
ゆ
に
最
適
。
隠
岐
あ
ら

め
（
50
g
￥
２
９
３
）
は
油
揚
げ
、

に
ん
じ
ん
と
煮
る
の
が
定
番
。

●
松
ケ
枝
屋　

島
根
県
出
雲
市
今
市
町
１
４
０
８

☎︎
０
８
５
３—

２
１—

０
２
２
２

http://w
w

w
.e-dashi.com

 

境
港
の
お
食
事
処
・
さ
か
な
工
房

は
、
地
元
の
新
鮮
な
魚
介
を
出
し

て
く
れ
る
店
。
夏
の
イ
チ
オ
シ
は

シ
ロ
イ
カ
（
ケ
ン
サ
キ
イ
カ
）
の

刺
身
。
鳥
取
の
岩
ガ
キ
・
夏
輝
も

８
月
ま
で
楽
し
め
ま
す
。

●
さ
か
な
工
房　

鳥
取
県
境
港
市
外
江
町

２
４
１
５—

４

☎︎
０
８
５
９—

４
４—

６
３
４
４　

11
時
〜
14
時
、
17
時
30
分
〜
21
時

30
分（
L
O
）

月
曜
、
第
１
火
曜

http://w
w

w
.sakanakoubou.jp

イ
カ
と
糀
の
う
ま
み
が

ひ
と
つ
に
な
っ
て

松
江
の
美
味
横
綱

存
在
感
も
大
き
い

ス
ナ
ッ
ク
感
覚
の

味
付
け
カ
レ
イ

地
元
で
人
気
の

鮮
魚
も
送
れ
る

絶
品
干
物
を
境
港
で

手
に
入
れ
る

夏
は
ア
ゴ（
ト
ビ
ウ
オ
）の

繊
細
な
だ
し
を

淡
白
で
滋
味
あ
る

組
み
合
わ
せ

山
陰
の

極
上
海
の
幸

事
情

鳥取県と島根県では、漁業が盛ん。
夏はシロイカをはじめ、アジ、トビウオ、
アナゴ、クロマグロ、岩ガキなどが旬を

迎えます。この夏は、日本海の幸をお土産に。

境
港
水
産
物

市
場
管
理

高
見
信
悟
さ
ん

さ
か
な
工
房

浅
野
目
収
さ
ん

松
ケ
枝
屋

永
瀬
裕
美
さ
ん

浜
橋
商
店

浜
橋
喜
昭
さ
ん

夏はクロマグロのシーズン。
生をぜひ味わってください。

干物には自信あり。
鮮魚も
豊富です。

魚写真提供：島根県水産技術センター、
島根県水産課、しまねブランド推進課

ア
ナ
ゴ
も
夏
に
脂
が
の
り
、
旬
を

迎
え
ま
す
。
A
n
a
g
o
弁
当

（
￥
１
、３
４
０
）は
、コ
ラ
ー
ゲ
ン

た
っ
ぷ
り
で
肉
厚
な
地
ア
ナ
ゴ
を
、

奥
出
雲
の
井
上
醤
油
と
松
江
の
錦

味
噌
で
味
付
け
て
、
交
互
に
並
べ

ま
し
た
。
松
江
駅
構
内
で
扱
い
。

●
一
文
字
家

島
根
県
松
江
市
平
成
町

１
８
２—

１
９

☎︎
０
８
５
２—

２
２—

３
７
５
５

 http://w
w

w
.ichim

onjiya.jp/

ア
ナ
ゴ
を
引
き
立
て
る

地
元
の
味
噌
醤
油

山陰は魚の宝庫。
地元の味を楽しんで。

アゴのだしを
試してみて
ください。

こだわりの掛け紙にも
ご注目ください！

一
文
字
家

景
山
直
観
さ
ん

67


